
　僕は、今回のホームステイを
通じてもっと英語を話せるよう
になりたいとあらためて思うこ
とができました。最初は、自分
の英語が通じるかなどの不安が
たくさんありました。でも、ホ
ストファミリーが分かりやすく
親切に話してくれたので充実し
た 10 日間を過ごすことができ
ました。今回の貴重な体験を今
後の生活に生かし、また来年の
七月頃にホストファミリーが自
分の家に来るのでその時に日本
や安曇野市について説明できる
ようにしっかりと勉強していき
たいです。

　今回のホームステイで、私は
多くの経験をしました。初めて
英語しか通じない環境の中に入
り、最初は不安でいっぱいでし
た。でも人々が温かく接してく
れたおかげで、次第に慣れ、余
裕が持てるようになりました。
そうしてオーストラリアの魅力
に気付くことができました。こ
の経験から学んだことを将来の
夢につなげていきたいです。そ
してもっともっと世界を知り、
知識を広げ、より多くの人と分
かり合えるようになりたいで
す。

　私はこのホームステイで、主
に日本との文化の違い、学校生
活の違い、英語でコミュニケー
ションをとることの楽しさを
強く感じることができました。
ゆったりとした時間の流れや、
自由な雰囲気で一人一人が意見
を発表し、聞き合う授業など何
もかもが日本と違い驚きの連続
でした。また英語でのコミュニ
ケーションでは完璧に意味は分
からなくても相手と通じ合えた
喜び、単語だけでも自分の考え
を伝えられた達成感は一生忘れ
ません。これからさらに英語を
勉強したくさんの単語を覚えて
いきたいと思います。
　そして、このような貴重な体
験をさせてくださった皆さん、
支えてくれた家族には本当に感
謝しています。このような経験
を日常に役立て、さらに自分自
身が成長するきっかけになれば
と思います。また多くの人が参
加することを願っています。

　私にとって初の海外渡航と
なった今回、とても多くのこと
を学ぶことができました。
　文化や食の違いはもちろんの
こと、考え方・感じ方の違いが
あり、最初は戸惑いや驚きを隠
せませんでした。
　特に感じたのは、オーストラ
リアの方が自由ということでし
た。それにより自主性が大切に
され、そういった点に関しては
日本より住みやすいと思いまし
た。

　「日本人は英語が苦手だ」と
よく言われるようです。確かに
そうかもしれません。他の国、
例えばヨーロッパの国々や、大
陸などで地続きになっている国
同士に比べて、日本という国は
はるかに外国からの刺激が弱い
のです。10 日間、オーストラ
リアのメルボルンにホームステ
イする中でそのことを強く感じ
ました。
　オーストラリアは、多くの国
や地域の文化が共存する国で
す。ホームステイをしながらそ
れらを見て、興味深く思った反
面、日本という国の良さをあら
ためて認識することができまし
た。
　今回の事業で、僕は今まで僕
が失いかけていたものを再認識
することができました。このよ
うなチャンスを頂けたことに感
謝しながら、そこで得た経験を
これからの生活に生かしていき
たいです。

　オーストラリアでは、毎日が
発見と驚きの連続でした。言葉
が違う他にも、日本で当たり前
にしている「手洗い・うがい」
の習慣や「湯船に入ること」な
どがなく、初めは驚きと共に戸
惑いがありました。しかしホー
ムステイ先の家族が、分かりや
すくゆっくりした英語で教えて
くれたので、不安はすぐになく
なりました。みんな優しく本当
の家族のように接してくれて、
別れる時はとても名残惜しかっ
たです。
　オーストラリアでの 10 日間
は、いままで習ってきた英語を
試せた良い機会であり、また言
葉の壁に負けない自信を得るこ
とができました。この経験を
生かせるかどうかは、これから
の自分にかかっていると思いま
す。一日一日を大切に生活して
いきたいです。
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